
次
つぎ

の日
ひ

，学
がっ

校
こう

で特
とく

別
べつ

なことがありました。ケリーは大
たい

会
かい

で
歌
うた

うことになったのです！ ケリーは，すてきな新
あたら

しい中
ちゅう

国
ごく

語
ご

の歌
うた

を覚
おぼ

えました。すべての音
おん

符
ぷ

や音
おん

調
ちょう

を覚
おぼ

えるのは大
たい

変
へん

でした。ケリーは何
なん

度
ど

も何
なん

度
ど

も練
れん

習
しゅう

をくり返
かえ

しました。
とうとう，発

はっ

表
ぴょう

するときが来
き

ましたが，ケリーはきんちょう
していました。その朝

あさ

に学
がっ

校
こう

の制
せい

服
ふく

のポケットに入
い

れてき
たイエスさまの絵

え

を取
と

り出
だ

しました。そして，宣
せん

教
きょう

師
し

がやっ
て見

み

せてくれたように，いのることにしました。「天
てん

のお父
とう

様
さま

，きんちょうがなくなるように助
たす

けてください」といのりま
した。「イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。」

それから，ケリーは舞
ぶ

台
たい

に足
あし

をふみ出
だ

しました。ケリーは
聞
き

いている人
ひと

たちと審
しん

査
さ

員
いん

たちをじっと見
み

ました。ポケット
に入

はい

っているイエスさまの絵
え

を思
おも

い出
だ

すと，少
すこ

し気
き

分
ぶん

がや
わらぎました。そして，深

しん

呼
こ

吸
きゅう

をすると歌
うた

い始
はじ

めました。
練
れん

習
しゅう

したとおりにすべての歌
か

詞
し

を歌
うた

いあげました。最
さい

後
ご

の音
おん

符
ぷ

を歌
うた

い終
お

えてお辞
じ

儀
ぎ

をすると，ケリーは天
てん

のお父
とう

様
さま

がいのりを聞
き

いて助
たす

けてくださったのだと分
わ

かりました。
ケリーは笑

え

顔
がお

で舞
ぶ

台
たい

を後
あと

にしました。この出
で

来
き

事
ごと

につい
て宣

せん

教
きょう

師
し

に話
はな

すのが待
ま

ちきれませんでした！これからも毎
まい

日
にち

いのりたいと思
おも

いました。●
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ケリーのいのり

ケリーとお母
かあ

さん
は教

きょう

会
かい

の建
たて

物
もの

まで歩
ある

いて行
い

き，辺
あた

り
を見

み

回
まわ

しました。それ
は美
うつく

しい教
きょう

会
かい

でした。
ヤシの木

き

が外
そと

でゆれて
います。建

たて

物
もの

の表
ひょう

札
さつ

には
「末

まつ

日
じつ

聖
せい

徒
と

イエス・キリス
ト教

きょう

会
かい

」とありました。マ
レー語

ご

，中
ちゅう

国
ごく

語
ご

，英
えい

語
ご

の 3 つ
の言

げん

語
ご

で書
か

かれていました！
ケリーはイエス・キリストについてよ
く知

し

りませんでした。教
きょう

会
かい

にも行
い

ったこと
がありませんでした。お母

かあ

さんの友
とも

達
だち

のリ・リー
ンがそこの教

きょう

会
かい

に通
かよ

っていました。リ・リーンがケリーとお
母
かあ

さんに，一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

こうとさそってくれたのです。
教
きょう

会
かい

の中
なか

へ入
はい

ると，人
ひと

々
びと

は笑
え

顔
がお

であいさつをしてくれまし
た。みんなとても親

しん

切
せつ

です。ケリーとお母
かあ

さんはリ・リーン
について行

い

き，二
に

階
かい

の大
おお

きな部
へ

屋
や

へ向
む

かいました。リ・
リーンは，そこは礼

れい

拝
はい

堂
どう

とよばれる部
へ

屋
や

だと言
い

いました。
ケリーがお母

かあ

さんとリ・リーンのとなりの席
せき

にすわると，
間
ま

もなく教
きょう

会
かい

の集
しゅう

会
かい

が始
はじ

まりました。ケリーは音
おん

楽
がく

に耳
みみ

を
かたむけました。歌

か

詞
し

は知
し

りませんでしたが，音
おん

楽
がく

が良
よ

い
気
き

持
も

ちにさせてくれました。
集
しゅう

会
かい

の終
お

わりに，一
ひと

人
り

の女
じょ

性
せい

が立
た

ち上
あ

がっておいのりをし
ました。ケリーが辺

あた

りを見
み

回
まわ

すと，ほかのみんなは，うでを
組
く

んで目
め

をとじていました。ケリーはまだとても良
よ

い気
き

持
も

ち
を心
こころ

の中
なか

に感
かん

じていました。それは何
なん

だったのでしょうか。
それまでに感

かん

じたどんな気
き

持
も

ちともちがう気
き

持
も

ちでした！
教
きょう

会
かい

を後
あと

にすると，ケリーはお母
かあ

さんに，いのっている間
あいだ

に感
かん

じた気
き

持
も

ちについて話
はな

しました。
お母

かあ

さんは，「わたしは何
なに

も特
とく

別
べつ

な気
き

持
も

ちはしなかった

わ」と言
い

いました。
でもケリーは教

きょう

会
かい

で感
かん

じ
た気

き

持
も

ちについてずっと考
かんが

え続
つづ

け
ました。ケリーはいのりが気

き

に入
い

ったのでし
た。イエスさまについて聞

き

くのも好
す

きでした。
「宣

せん

教
きょう

師
し

に教
おし

えてもらってもいい？」ケリーはお母
かあ

さんに
たずねました。「もっと知

し

りたいの。」
「あなたがそうしたいなら，どうぞ」とお母

かあ

さんは言
い

いま
した。
宣
せん

教
きょう

師
し

はケリーに，いのり方
かた

と聖
せい

典
てん

の読
よ

み方
かた

を教
おし

えまし
た。イエスについて，またイエスがどのようにわたしたちを
愛
あい

してくださっているかについても教
おし

えました。ケリーは学
まな

んでいることが気
き

に入
い

りました。
ある日

ひ

，宣
せん

教
きょう

師
し

はケリーに特
とく

別
べつ

なチャレンジをあたえまし
た。
「今

こん

週
しゅう

，いのってみてくれませんか？」とパーカー長
ちょう

老
ろう

がた
ずねました。
これまで，ケリーは宣

せん

教
きょう

師
し

と一
いっ

緒
しょ

にしかいのったことがあ
りませんでした。でも，自

じ

分
ぶん

だけでいのってみたいと思
おも

いま
した。天

てん

のお父
とう

様
さま

はいつでも耳
みみ

をかたむけていて，ケリー
の話
はなし

を聞
き

きたいと思
おも

っておられることを知
し

っていたのです。
「やってみるわ」とケリーは約

やく

束
そく

しました。

イ
ラ
ス
ト
／
タ
ミ
ー
・
リ
ヨ
ン

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ローリー・フラー・ソーサ
（ ほんとうにあったお話

はなし

をもとに 
書
か

かれました。）


